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ここで, Eはェネルギー行列であって,











Ao(p,W,T) - Gf+ Gf
を求めよう｡ (2),(3)から
Ao(P･伽,T)- 2打 ∑ 吋 (1･芸 卜 義 山〕〕y-十 1







cE - Ao(1-f(a,)ト ∑27r∂(W-yE.)8Fyo(p)〟
とおくことが出来,kineticeq･は ∂Foy(p)の方捉式に帰着する.
その結果は,局所平衡からのずれの一次までで ,
i〔 E｡ , ∂Fy｡ 〕 + (03十 冨 ) i f,xo - Ⅰ孟
lo'y Tt6Foレ(p)+孟 ′dx3B(x3-X)
･i"1十 憲 ), ∂Foy(P3,十
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但 し,今T｡の近傍で△/k･Tcの一次の寄与までを見る為に,衝突項はAA Tc の
最低次までと-てあるO又 X0 -0(一日 +fogsz),Tpは T-Tcでの粒子の衝突時間で
あり, 丁｡はその Fermi面上のものである｡ Bは,normalのBoltzmann方程式に出て来
るKernelと同じもので x-E/kT である. 先づ, (6)の解 を緩和時間近似で解 くと,
‡く△ の範囲で,
. e E △
∂Fy(p)--i f'xo〔宝 Tp･訂 (A ･ _e ) Tp〕
となる｡そこで,
･Fy(p) - -i f′xolyi To Q(8,守 (;I?e) Top(E)〕
の形の解を想定して, (6),(7)に入れると,P,Q の積分方捉式が得られる｡ 予想さ





行列型の kineticeq｡はW甜le(3)によっても解かれているが, 我 々の方臥 即ち,
spectral function A を求める方法はより直接的である. 1/I < △ の範囲では,
Bogolonの Blotzmann方程式が成立していることは,多分正当化されると考えられる｡




KineticEquation の T二 Tc
で のふ るまい
山口大 ･文理 原 純 一 郎
超流動He-3のT～-T｡でのK･E･(KineticEquation)のふるまいを調べる｡次の様な
グリ-ン関数行列を定義しよう｡
G; (1,1′)-く吋 (1′)+i(1)> ,G/;(1,1′)-く+i(1)吋 (1′)>
-一>
ここで,中 ま場の演算子第 -(+a+･鶴)の j成分,中 ますの i成分であり,




i〔亡 ,Ge l . i l g f: ,雷 〕. 一 路 歪 + - ±1
>ー
となるo Eは Hatree-Fock近似でのエネルギー行列, Ⅰは Born近似での衝突項を表わ
している｡ スペクトル関数A(Pa'R)-正'+G<についてはすぐ解けて,
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